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2
0
2
3
年
10
月
21
日
（
土
）、
同
窓
生
や
地
域
の

方
々
に
大
学
の
近
況
に
ふ
れ
、
親
し
み
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
「
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

2
0
2
3
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の

創
立
五
十
周
年
記
念
館（
金
光
ホ
ー
ル
）に
て
、
4
年
ぶ

り
に
「
岡
山
大
学
A
l
u
m
n
i
（
全
学
同
窓
会
）
総

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。総
会
後
は
引
き
続
き
同
会
場

に
て「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」を
実
施
し
、
特
別

映
像
の
上
映
や
岡
山
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演

奏
で
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
を
歓
迎
し
ま
し
た
。そ
の

後
は「
金
光
功
労
賞
・
金
光
奨
励
賞
授
賞
式
」、
本
学
資

源
植
物
科
学
研
究
所
の
馬
建
鋒
教
授
に
よ
る
「
金
光
功

労
賞
受
賞
記
念
講
演
」が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
創
立
五
十
周
年
記
念
館
の
周
辺
に
は
、
大
学
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
々
に
よ
る
出
店
テ
ン
ト
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
並
び
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
共
育
共
創
コ
モ
ン
ズ
一
般
開
放
、
各
学
部
や

図
書
館
・
文
明
動
態
研
究
所
・
卒
業
生
に
よ
る
企
画
、

在
学
生
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
多
彩
な
催
し
が
実
施
さ
れ
、
在
学
生
と
同
窓
生
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
設
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画

や
当
日
の
様
子
等
の
映
像
配
信
な
ど
、
遠
方
の
方
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
新
し
い
取
り
組
み
も
実

施
し
ま
し
た
。来
年
度
以
降
も
よ
り
多
く
の
皆
様
と
繋

が
る
機
会
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
目
指
し
て
い
き
ま
す
の

ぜ
ひ
、楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
2
0
2
3

　
2
0
2
3
年
10
月
21
日
（
土
）、
同
窓
生
や
地
域
の

方
々
に
大
学
の
近
況
に
ふ
れ
、
親
し
み
を
感
じ
て
い
た

岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
2
0
2
3

第
11
回
岡
山
大
学
A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）総
会
を
開
催
！！

第11回岡山大学Alumni（全学同窓会）総会 出店学生出店学生

The World Kitchenワークショップ

出店学生と学長

金光功労賞・金光奨励賞授賞式

The World Kitchen

来場者と学長来場者と学長
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農学部イベント

キッチンカー

ホームカミングデイ特設サイト

キャンパスマガジンNUTS編集部

岡山大学DS部

学生による出店

岡山大学放送文化部

吉備青少年自然の家による出店

金光功労賞受賞記念講演

オープニングセレモニー（岡山大学グリークラブ）

特設サイト、チラシ、当日パンフレットや映像制作、取材記事など多くの学生さんにもご協力いただきました

チラシ

アニマルサイクル

The World Kitchen実行委員会
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近
藤
弦
之
介

◎
岡
山
大
学
A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）副
会
長

Pay               

i
t             

Forwar
d
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全学同窓会

岡山大学
Alumniに
寄せて

自
己
紹
介

馬
越
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
恩

事
務
所
理
念

　
私
は
岡
山
大
学
法
文
学
部
法
学
科
に
昭
和
三
五
年
四
月
に
入
学

し
、三
九
年
三
月
に
卒
業
し
ま
し
た
。卒
業
の
翌
年
の
四
〇
年
度
の
司

法
試
験
に
合
格
し
、四
一
年
四
月
か
ら
四
三
年
三
月
ま
で
司
法
研
修
所

で
の
二
年
間
の
司
法
修
習
を
終
了
し
、四
三
年
四
月
弁
護
士
登
録
し
、

青
雲
の
志
を
持
っ
て
東
京
弁
護
士
会
に
入
会
し
、東
京
の
新
家
法
律

事
務
所
で
新
家
猛
先
生
に
師
事
し
、諸
先
輩
の
先
生
の
指
導
も
得
て

弁
護
士
道
の
研
鑽
を
重
ね
、四
九
年
四
月
新
家
先
生
の
ご
賛
同
と
ご

承
認
の
下
に
郷
里
の
岡
山
弁
護
士
会
に
登
録
替
え
し
て
独
立
開
業

し
、「
近
藤
弦
之
介
法
律
事
務
所
」を
開
設
し
て
今
年
で
弁
護
士
道
五

五
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
間
岡
山
弁
護
士
会
の
会
長
を
務
め
、藤
原

健
補
弁
護
士
の
協
力
の
下
に
法
律
事
務
所
を
拡
大
し
名
称
も「
太
陽

綜
合
法
律
事
務
所
」と
改
称
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
法
人
化
し「
弁

護
士
法
人
太
陽
綜
合
法
律
事
務
所
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　
東
京
の
新
家
法
律
事
務
所
勤
務
の
時
代
に
縁
故
も
な
く
、東
京

と
い
う
大
都
会
の
中
で
孤
立
し
た
毎
日
で
し
た
が
、丸
の
内
法
律
事

務
所
の
馬
越
節
郎
先
生
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
丸
の
内
法
律

事
務
所
に
出
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、先
生
が
主
宰
さ

れ
る
非
公
式
の
同
窓
会「
い
つ
か
会
」に
参
加
し
、馬
越
先
生
の
お
仕

事
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、事
件
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

り
し
て
大
変
お
世
話
に
な
り
、心
強
く
あ
り
が
た
く
感
謝
の
念
で
い
っ

ぱ
い
で
あ
り
ま
し
た
。大
都
会
の
中
で
大
学
の
先
輩
と
い
う
だ
け
で
い

ろ
い
ろ
助
け
て
い
た
だ
き
ど
ん
な
に
あ
り
が
た
か
っ
た
か
、私
も「
恩
送

り
」を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。全
学
同
窓
会
と

い
う
つ
な
が
り
の
中
で
恩
送
り
が
で
き
た
ら
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。馬
越
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岡
山
大
学
弁
論
部
の
諸
先
輩
方
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
恩

　
岡
山
大
学
で
は
二
年
生
か
ら
弁
論
部
に
入
り
ま
し
た
。弁
論
部
の

部
室
に
は
い
つ
も
卒
業
生
や
在
学
生
達
が
集
っ
て
い
て
話
題
や
議
論

に
沸
い
て
い
て
魅
力
的
な
サ
ロ
ン
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。特
に
卒
業
生

の
先
輩
達
の
話
題
や
議
論
に
魅
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
は
亡
き
小
田
耕
一
郎
先
輩
は
政
治
学
の
丸
山
眞
男
先
生
の
著

書「
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
」、「
日
本
政
治
思
想
史
研
究
」そ
の

他
を
中
心
と
し
て
論
説
し
、議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
。小
田
先
輩
が

丸
山
眞
男
先
生
の
助
手
に
採
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
一
生
懸
命
勉

強
す
る
だ
け
で
は
手
が
届
か
な
い
と
悔
し
が
っ
て
い
た
の
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

（
弁
論
部
の
先
輩
）

　
馬
越
節
郎
弁
護
士

　
小
長
啓
一
元
通
産
省
事
務
次
官
、元
田
中
角
栄
秘
書

　
吉
永
祐
介
元
検
事
総
長

　
吉
井
直
昭
元
裁
判
官

　
仲
江
利
政
元
裁
判
官

　
小
田
耕
一
郎
先
輩

　
陶
浪
保
夫
弁
護
士

　
岡
本
貴
夫
弁
護
士
　

ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野
で
は

　
金
光
富
男
先
輩

　
　
　
　
　
関
西
サ
ー
ビ
ス
㈱

第
六
高
等
学
校
弁
論
部
と
の
交
流

　
弁
護
士
平
岡
先
生

　
弁
護
士
名
和
先
生

　
そ
の
他
に
松
下
圭
一
教
授
の「
現
代
政
治
の
条
件
」そ
の
他
の
現

代
政
治
論
、大
衆
社
会
論
も
テ
キ
ス
ト
に
し
て
議
論
し
ま
し
た
。

（
恩
送
り
）

に
い
や

令和２年１０月
理事会の様子

　
最
後
に
特
記
す
べ
き
は
、学
恩

を
い
た
だ
い
た
民
法・著
作
権
法
の

恩
師
　
阿
部
浩
二
先
生

　
以
上
、諸
先
輩
か
ら
い
た
だ
い
た

ご
恩
に
つ
い
て
恩
送
り
＝„
P
a
y

i
t

F
o
r
w
a
r
d
“が
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

一
．
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
奉
仕
の
精
神
と
技
量
を
研
き
、

　
　
依
頼
者
の
最
善
の
利
益
を
実
現
す
る

二
．
依
頼
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
良
質
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
、

　
　
依
頼
者
第
一
主
義
を
実
現
す
る

三
．
利
他
の
精
神
に
基
づ
く
高
い
倫
理
性
を
保
持
す
る

四
．
紛
争
予
防
法
務
と
戦
略
法
務
を
実
践
す
る

五
．
専
門
的
か
つ
綜
合
的
な
良
質
の
法
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

　
　
る
法
律
事
務
所
を
め
ざ
す

六
．
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
法
律
事
務
所
を
確
立
す
る

近
藤
弦
之
介
　
こ
ん
ど
う
げ
ん
の
す
け

1
9
6
4
年
　
岡
山
大
学

　
　
　
　
　
　
法
学
部
法
学
科
卒
業

1
9
6
5
年
　
司
法
試
験
合
格

1
9
6
8
年
　
弁
護
士
登
録

　
　
　
　
　
　（
東
京
弁
護
士
会
）

1
9
7
4
年
　
岡
山
弁
護
士
会
へ
登
録
替
え

1
9
9
1
年
　
岡
山
弁
護
士
会
　
会
長

岡
山
経
済
同
友
会
常
任
幹
事
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〈アラムナイ〉Alumniの事業紹介
支部活動活性化支援01 グローバル人材育成支援 学生課外活動支援

Business Introduction

01Chapter

支
部
活
動
活
性
化
支
援

A
l
u
m
n
i
東
京
支
部

　ア
ラ
ム
ナ
イ
東
京
支
部
は
、
年
に
4
回
の
懇

談
会
、
年
2
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
。年
に
1
回

の
総
会
が
基
本
行
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。毎

回
参
加
の
方
か
ら
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
が

あ
り
学
部
を
超
え
た
楽
し
さ
が
ご
ざ
い
ま
す
。

写
真
は
3
ヶ
月
に
1
度
の
懇
談
会
、
ゴ
ル
フ
、

総
会
の
写
真
で
す
。毎
年
7
月
の
東
京
支
部
総

会
、
今
年
2
0
2
4
年
は
、
7
月
21
日（
日
）13

時
よ
り
、
表
参
道
の
ア
ニ
ヴ
ェ
ル
セ
ル
表
参
道

で
ご
ざ
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
も
終
わ
り
、
久
し
ぶ

り
に
多
数
の
参
加
者
で
盛
り
上
が
り
た
く
存

じ
ま
す
。ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
押
さ
え
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　2
0
2
3
年
7
月
は
、
コ
ロ
ナ
明
け
直
後

で
し
た
が
、
1
0
0
名
を
越
え
る
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
1
5
0
名
程
度

の
参
加
者
を
見
込
ん
で
活
動
し
て
参
り
た

く
存
じ
ま
す
。

（
東
京
支
部
事
務
局
長

　竹
原 

啓
二
）

takehara@
futuredesignlab.jp

東京支部懇談会の様子

東京支部ゴルフコンペの様子

東京支部総会集合写真

学
部
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
と
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

支
部
活
動
の
活
性
化
に
資
す
る
企
画
を
支
援
し
て
い
ま
す
。各
支
部
の
活
動
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

mailto:takehara@futuredesignlab.jp
mailto:takehara@futuredesignlab.jp
mailto:takehara@futuredesignlab.jp
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Business Introduction

A
l
u
m
n
i
愛
媛
県
支
部

愛媛県支部（愛媛半田山会）総会並びに特別講演会

　
令
和
５
年
度
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
愛
媛
県
支
部
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
拡
大
の
影
響
で
昨
年
は
総
会
並

び
に
特
別
講
演
会
の
み
で
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
令
和
５
年
10
月
28
日（
土
）に
総
会
並

び
に
特
別
講
演
会
・
懇
親
会
の
フ
ル
セ
ッ
ト

で
４
年
ぶ
り
に
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
で
51
名
参

加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
岡
山
大
学
か
ら
今
年
４
月
に
就

任
さ
れ
た
地
元
松
山
出
身
の
那
須
保
友
学
長

は
じ
め
菅
誠
治
理
事
・
上
席
副
学
長
、
鈴
木

孝
義
副
学
長
、
高
橋
伸
二
総
務
・
企
画
部
長

他
２
名
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
、
恒
例
の

「
岡
山
大
学
学
生
歌
」
斉
唱
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
貞
本
和
彦
代
表
幹
事
か
ら
、
久
し

ぶ
り
の
フ
ル
セ
ッ
ト
の
同
窓
会
が
開
催
で
き

嬉
し
い
、
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
特
別
講

演
と
し
て
、「
赤
い
蝶
ネ
ク
タ
イ
」
が
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
那
須
学
長
か
ら
「
岡

山
大
学
の
近
況
に
つ
い
て
」
と
い
う
こ
と
で
、

不
易
流
行
を
礎
に
学
生
を
大
事
に
す
る
気
持

ち
を
も
っ
て
向
き
合
い
、
岡
大
愛
を
胸
に
改

革
・
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
農
学
部
卒
の
有
馬
誠
二
愛
媛
大

学
大
学
院
教
授
・
植
物
工
場
研
究
セ
ン
タ
ー

長
か
ら
「
農
作
業
効
率
化
に
向
け
た
ス
マ
ー

ト
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」、
農
作
業
に

お
け
る
各
種
作
業
の
機
械
化
、自
動
化
、ロ
ボ
ッ

ト
化
の
開
発
に
尽
力
し
て
お
り
、
省
力
化
と
収

量
増
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
設
備
コ

ス
ト
低
減
、
最
新
デ
ー
タ
分
析
能
力
の
習
得
と

い
う
課
題
が
あ
り
、
若
手
が
就
農
で
き
る
農
業

の
進
化
を
め
ざ
し
て
い
る
と
話
さ
れ
、
愛
媛
農

業
発
展
に
尽
く
し
て
い
る
現
状
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
医
学
部
卒
の
山
下
素

弘
四
国
が
ん
セ
ン
タ
ー
院
長
か
ら

「
が
ん
予
防
と
最
新
の
が
ん
治
療

に
つ
い
て
」、
が
ん
予
防
に
は
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、
適
度
な
運

動
が
重
要
で
、
遺
伝
に
よ
る
要
因

は
１
割
に
も
満
た
ず
生
活
習
慣
や

感
染
症
な
ど
の
環
境
に
起
因
し
、

標
準
治
療
と
し
て
は
科
学
的
根
拠

に
基
づ
く
手
術
、
放
射
線
治
療
、」

薬
物
治
療
が
あ
り
、
オ
プ
ジ
ー
ボ

の
よ
う
な
免
疫
療
法
が
最
新
治
療

と
し
て
研
究
が
進
ん
で
い
る
お
話

が
あ
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
と
重
な

り
、
遅
れ
て
参
加
さ
れ
た
、
経
済

学
部
卒
の
野
志
克
仁
松
山
市
長

が
、
今
年
は
岡
大
本
学
で
の
講
師

を
数
回
務
め
る
な
ど
交
流
を
深
め

て
い
る
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
部
か
ら
代
表
者
が
近
況

や
思
い
を
語
り
、
楽
し
く
和
や
か

な
会
合
と
な
り
、
親
睦
が
深
ま
り

ま
し
た
。

　
貞
本
代
表
幹
事
は
90
歳
と
な
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
お
元
気
で
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
10
回
目
の
同
窓
会
も
盛
況
と
な
り
、

来
年
の
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
閉
会
し
ま
し

た
。

（
愛
媛
県
支
部
幹
事
　
　
諏
訪
玄
）

A
l
u
m
n
i
東
海
支
部

　
Ａ
ｌ
ｕ
ｍ
ｎ
ｉ
東
海
支
部
は
2
0
1
8
年

に
発
足
し
、
会
員
全
体
の
総
会
も
2
0
1
8

年
に
第
1
回
、
2
0
1
9
年
に
第
2
回
を
開

催
し
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

2
0
2
0
年
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
活
動
休

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
3

年
の
ブ
ラ
ン
ク
の
後
、
役
員
幹
事
一
同
再
出

発
す
べ
く
2
0
2
2
年
12
月
、
2
0
2
3
年

11
月
、
2
度
の
幹
事
会
を
経
て
、
来
年

2
0
2
4
年
秋
の
総
会
開
催
を
決
定
す
る
に

至
り
ま
し
た
。Ａ
ｌ
ｕ
ｍ
ｎ
ｉ
の
理
念
で
あ

る
、
大
学
・
現
役
学
生
・
同
窓
生
の
さ
ま
ざ

ま
な
連
携
と
、
各
学
部
同
窓
会
の
垣
根
を
取

り
払
っ
た
相
互
の
交
流
を
実
現
で
き
る
日
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
組
織
的
に

は
検
討
課
題
を
た
く
さ
ん
抱
え
た
状
態
で
す

が
、
他
地
区
で
の
Ａ
ｌ
ｕ
ｍ
ｎ
ｉ
支
部
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
た
め
に
も
、
各
支
部
役

員
様
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
、
ま
た
東
海
地

区
在
住
の
Ａ
ｌ
ｕ
ｍ
ｎ
ｉ
会
員
の
皆
様
の
総

会
ご
参
加
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
東
海
支
部
　
黒
川
通
男
）
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A
l
u
m
n
i
広
島
支
部

広島支部総会集合写真

関西支部総会の様子

関西支部総会集合写真

A
l
u
m
n
i
関
西
支
部

　
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
広
島
支
部
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
た
め
、2
0
2
0
年
（
令
和
2
年
）

9
月
に
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
て
以
来
、

3
年
間
に
わ
た
り
、
対
面
に
よ
る
総
会
な
ど

を
や
む
を
得
ず
中
止
し
、
メ
ー
ル
に
よ
る
書

面
議
決
に
変
更
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
2
3
年
（
令
和
5
年
）
に
入
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
も
終
息

の
兆
し
が
見
え
、
ま
た
2
0
2
3
年
（
令
和

5
年
）
5
月
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
第
5
類
へ
の
分
類
変
更
移
行
な
ど

に
よ
り
、
中
止
し
て
い
た
総
会
な
ど
の
諸
行

事
、
ま
た
、
会
議
を
徐
々
に
再
開
し
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
（
令
和
5
年
）
9
月
29
日
（
金
）

に
4
年
ぶ
り
と
な
る
「
幹
事
会
」
と
「
令
和

5
年
度
総
会
・
懇
親
会
」
を
広
島
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
開
催

で
40
名
の
参
加
者
で
し
た
が
、
広
島
支
部
役

員
の
協
力
と
熱
意
に
よ
り
、
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
岡
山
大
学
か
ら
は
那
須
学
長
、

菅
理
事
・
上
席
副
学
長
、
鈴
木
副
学
長
に
も

出
席
い
た
だ
き
那
須
学
長
か
ら
は
総
会
終
了

後
に
「
岡
山
大
学
の
近
況
に
つ
い
て
」
と
題

す
る
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
話
終
了

後
の
懇
親
会
で
は
、
来
賓
や
同
窓
生
と
の
交

流
で
、
楽
し
く
、
和
気
あ
い
あ
い
の
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
の
行
事
は
、2
0
2
4
年
（
令
和
6
年
）

3
月
1
日
（
金
）
午
後
6
時
30
分
か
ら
、「
令

和
5
年
度
学
部
横
断
懇
話
会
」
を
広
島
市
で

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
広
島
支
部
事
務
局
　
神
野
恭
次
）

　
岡
山
大
学
A
l
u
m
n
i
関
西
支
部
は
令
和
元
年

８
月
、
支
部
設
立
総
会
を
開
催
し
、
全
国
第
5
番
目

の
支
部
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

令
和
２
年
、
３
年
の
支
部
総
会
の
開
催
は
見
合
わ
せ
、

令
和
４
年
11
月
に
新
阪
急
ホ
テ
ル
で
第
２
回
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
第
３
回
支
部
総
会
は
昨
年
11
月
19

日
、
新
大
阪
の
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
を
会

場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
３
回
総
会
は
大
学
本
部
の
那
須
学
長
、菅
理
事
・
上

席
副
学
長
、鈴
木
副
学
長
、難
波
工
学
部
長
ほ
か
、

A
l
u
m
n
i
事
務
局
か
ら
２
名
の
応
援
参
加
の
下
、

元
教
官
２
名
、卒
業
生
45
名（
参
加
者
総
数
55
名
）の
出

席
で
賑
や
か
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。支
部

総
会
の
状
況
は
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
A
l
u
m
n
i
関
西
支
部
同
窓
会
を
学
部
別
に

見
る
と
、
工
学
部
18
名
、
法
文
経
学
部
14
名
、
理

学
部
４
名
、
歯
学
部
４
名
、
農
学
部
３
名
、
医
学

部
２
名
と
学
部
間
で
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
教
育
学
部
、
薬
学
部
、
看
護
専
門

学
校
卒
業
生
の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
出

席
者
数
は
学
部
卒
業
生
の
数
や
卒
業
後
の
職
業
に

も
よ
る
の
で
、
参
加
人
数
が
学
部
ご
と
に
異
な
る

の
は
仕
方
が
な
い
に
し
て
も
、「
全
学
同
窓
会
」
と

銘
打
つ
以
上
、
ど
の
学
部
も
最
低
数
名
程
度
の
参

加
者
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
な
お
一
層
の
広

報
に
務
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
当
支
部
総
会
は
、10
月
27
日

（
日
）正
午
か
ら
、Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪（
大
阪
市

中
央
区
馬
場
町
、大
阪
城
公
園
南
側
）で
開
催

し
ま
す
。是
非
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
関
西
支
部
代
表
幹
事
　
高
村
順
久
）
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グ
ロ
ー
バル
人
材
育
成
支
援

岡
山
大
学
が
取
り
組
む
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
学
生
が
海
外
留
学
や
国
際
的
な
大
会
参
加
等
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

経
費
の
全
額
ま
た
は
一
部
を
A
l
u
m
n
i
が
支
援
し
て
い
ま
す
。

学
生
課
外
活
動
支
援

在
学
生
の
課
外
活
動
に
つ
い
て 

支
援
し
、

学
生
生
活
が
有
意
義
な
も
の
に
な
る
た
め
の
一
助
と
す
る
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

女子ハンドボール

女子ハンドボール

スペインセビリアの研究施設3ヶ月間の留学

トビタテ！留学JAPAN

（
岡
山
大
学
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
主
将  

（
教
育
学
部
3
年
）
高
津
琴
音
）

　
は
じ
め
ま
し
て
、医
学
科
３
年
の
松
岡
あ
さ
ひ

で
す
。

　
こ
の
度
私
は
、ス
ペ
イ
ン
の
セ
ビ
リ
ア
に
あ
る
研

究
施
設
に
3
ヶ
月
間
の
留
学
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

網
膜
色
素
変
性
症
の
原
因
遺
伝
子
の
一つ
と
し
て

知
ら
れ
る
E
Y
S
に
つい
て
、オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
と
の

関
連
を
調
べ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、一
日
中

ピ
ペッ
ト
操
作
で
試
料
を
扱
っ
て
い
ま
し
た
。

　
短
期
間
で
得
ら
れ
た
結
果
は
限
ら
れ
て
お
り
、

次
々
と
溢
れ
る
疑
問
を
解
決
す
る
時
間
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、実
験
を
重
ね
な
が
ら
考
察
し

仮
説
を
調
節
し
て
い
く
と
い
う
流
れ
の
中
で
、多

く
の
可
能
性
の
中
か
ら
研
究
の
方
向
を
探
っ
て

い
く
と
い
う
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
ト
ビ
タ
テ
！
」を
通
し
て
の
留
学
に

よ
っ
て
、様
々
な
分
野
の
人
達
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。土
粒
子
か
ら
災
害
の
起
こ
り
や
す

い
地
域
の
推
定
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
産

生
、芸
術
分
野
の
脳
科
学
的
分
析
、な
ど
自
分

が
思
い
も
し
な
い
こ
と
に
興
味
を
持
つ
人
た
ち
に

出
会
い
、驚
き
、大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。こ

の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
で
の
つ
な
が
り
は
一
生
の
宝
に
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。そ
ん
な
仲
間
た
ち
と
事
後

研
修
で
再
会
し
、新
た
な
世
界
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
学
生
と
し
て
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
、感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

こ
の
度
の
ご
支
援
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。必
ず
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

（
医
学
部
医
学
科
3
年
　
松
岡
あ
さ
ひ
）

部
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◆
創
部
年
…
1
9
7
6
年
（
昭
和
51
年
）

◆
最
近
の
成
績
…

　
全
日
本
イ
ン
カ
レ
出
場
（
2
0
2
3
秋
）

　
中
四
国
リ
ー
グ
3
位
（
2
0
2
3
夏
）

　
全
日
本
イ
ン
カ
レ
出
場
（
2
0
2
2
秋
）

　
中
四
国
リ
ー
グ
3
位
（
2
0
2
2
夏
）

　
西
日
本
イ
ン
カ
レ
出
場
（
2
0
2
2
夏
）

◆
部
員
数
…
16
名

　
今
回
の
物
資
支
援
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
，私
た

ち
の
活
動
は
よ
り
一
層
有
意
義
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
ボ
ー
ル
を
活
用

し
な
が
ら
、3
年
連
続
全
日
本
イ
ン
カ
レ
出
場

を
目
指
し
て
、練
習
に
励
み
ま
す
。

　
岡
山
大
学
の
充
実
し
た
校
友
会
活
動
は
、卒

業
生
の
皆
様
か
ら
の
支
援
が
あ
っ
て
成
り
立
つ

も
の
で
あ
り
、こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
心
よ
り
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。岡
山
大
学
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
を
代
表
し
、重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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B & CIRCLE

vol.8

学生の

岡
山
大
学

髙
田
創
生

（
文
責
）
文
学
部
３
年  

第
75
期
副
部
長

T
A
K
A
D
A
S
o
s
e
i

放
送
文
化
部

　
こ
ん
に
ち
は
。岡
山
大
学
放
送
文
化
部（
通
称

O
H
B
）で
す
。現
在
は
30
名
の
部
員
で
、「
自
分

の
好
き
な
こ
と・や
り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る
」た

め
に
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。

O
H
B
は
岡
山
大
学
創
立
当
初
か
ら
存
在

し
、令
和
5
年
度
時
点
で
75
期
と
な
る
歴
史
あ

る
部
活
で
す
。司
会
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
放

送
班
、撮
影・収
録・編
集
を
す
る
技
術
班
、そ
し

て
企
画
や
脚
本
執
筆
を
す
る
制
作
班
と
い
う
3

つ
の
班
が
あ
り
、互
い
に
協
力
し
な
が
ら
自
主
制

作
番
組
を
制
作
し
た
り
、部
内
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。普
段
は
週
２
回
、ゼ
ミ
と
呼
ば

れ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、各
班
が
そ
れ
ぞ
れ
の

技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
放
送
部
に
は
N
H
K
全
国
大
学
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
と
い
う
大
会
が
あ
り
、そ
れ
に
向
け
て
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。特
に
番
組
制
作
は
企
画・撮
影・

編
集
と
膨
大
な
時
間
が

か
か
る
う
え
、取
材
の
ア

ポ
取
り
も
あ
り
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
に
と
て
も

苦
労
し
ま
す
。ま
た
よ
り

よ
い
も
の
に
す
る
た
め
字

幕
の
付
け
方
や
1
秒
よ

り
も
短
い
単
位
で
の
調

整
な
ど
細
部
ま
で
気
を

配
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、行
き
詰
ま
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。し
か
し
取
材
・
撮
影
に
快
く

協
力
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
や
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

る
部
員
が
い
た
か
ら
こ
そ
壁
を
乗
り
越
え
、満
足

い
く
作
品
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、昨
年
度
の
大

会
で
は
映
像
番
組
部
門
で
第
1
位
、今
年
度
も

同
部
門
で
第
2
位
と
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
私
た
ち
は
依
頼
を
受
け
て
司
会
業
務

や
動
画
撮
影・編
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
は

入
学
式
や
学
位
記
等
授
与
式
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
イ
な
ど
大
学
行
事
、学
内
団
体
の
定
期
演
奏

会
や
、中
四
国
国
立
大
学
合
同
演
奏
会・美
術
展

覧
会
な
ど
多
く
の
業
務
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。私
た
ち
の
仕
事
で
感
謝
の
声
を
頂
け
る
こ

と
が
と
て
も
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の
度
に
部
員
が
成

長
し
、次
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
き
な
仕
事
を
任
せ
て
い
た
だ
け

た
り
、自
由
に
作
品
を
制
作
し
た
り
で
き
る
の

は
、応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
や
、O
H
B
を
信

頼
あ
る
組
織
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
の
お
か

げ
で
す
。そ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、こ
れ
か
ら
も
自

分
た
ち
が
満
足
し
、そ
れ
を
見
た
皆
様
も
満
足
頂

け
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
ま
す
。私
た
ち
の
作
品

は
O
H
B
公
式
Y
o
u
T
u
b
e
よ
り
ご
覧
頂

け
ま
す
。今
後
と
も
O
H
B
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

サークル紹介

放送文化部ロゴマーク

ホームカミングデイ司会の様子

●
活
動
実
績

　【
受
賞
歴
】（
過
去
３
年
）

　
◆
令
和
３
年
度
学
生
文
化
奨
励
賞

　
　（
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
祭
で
の
司
会
・
配
信
業
務
）

　
◆
第
39
回
N
H
K
全
国
大
学
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
映
像
番
組
部
門
第
１
位

　
◆
第
40
回
N
H
K
全
国
大
学
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
映
像
番
組
部
門
第
２
位

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
1
9
4
9
年
創
部
。部
員
30
名（
令
和
５
年
度
）

撮影業務を行っている様子



アクティブ岡大

　私
が
競
技
か
る
た
と
出
会
っ
た
の
は
高
校
一

年
生
の
春
、部
活
動
見
学
で
部
内
の
雰
囲
気
の

良
さ
に
惹
か
れ
て
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

す
っ
か
り
か
る
た
に
魅
了
さ
れ
た
私
は
、高
校
生

の
時
か
ら
大
学
で
も
続
け
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　岡
山
大
学
の
か
る
た
部
に
は
高
校
時
代
の
知

人
が
所
属
し
て
い
た
た
め
、入
学
前
か
ら
練
習

に
参
加
さ
せ
て
頂
け
ま
し
た
。先
輩
方
の
温
か
い

雰
囲
気
の
中
で
、沢
山
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け

る
こ
と
は
自
分
の
成
長
に
大
き
く
繋
が
っ
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。自
分
よ
り
も
遥
か
に

強
い
先
輩
方
に
指
導
し
て
頂
く
こ
と
で
、技
術

面
や
考
え
方
な
ど
数
多
く
の
事
を
吸
収
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。自
分
の
実
力
が
向
上
し

て
い
る
こ
と
を
日
々
実
感
し
、か
る
た
を
心
の
底

か
ら
楽
し
め
て
い
ま
す
。

　8
月
、大
学
に
入
っ
て
か
ら
初
の
大
会

と
な
る
益
田
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。大

会
な
ら
で
は
の
緊
張
感
や
、高
揚
感
を
2

年
ぶ
り
に
思
い
出
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。優
勝
す
る
と
い
う
強
気
の
目
標
を
立

て
て
臨
ん
だ
試
合
で
し
た
が
、結
果
は
優

勝
。決
勝
以
外
は
大
差
で
勝
ち
切
れ
た
た

め
、気
持
ち
よ
く
C
級
に
昇
段
出
来
ま
し

た
。9
月
に
は
大
学
選
手
権
の
個
人
戦
に

出
場
し
ま
し
た
が
、1
回
戦
で
敗
退
と
い

う
非
常
に
不
甲
斐
な
い
結
果
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。2
回
生
で
リ
ベ
ン
ジ
出
来
た
ら
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
10
月
、香
川
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

二
神 

新
太

理
学
部・化
学
科
、１
年

F
U
T
A
G
A
M
I  

A
r
a
t
a

Active OKADAIBITO

Vol.14
プロフィール

私
の
大
学
生
活
を

　
　  
形
作
る
も
の

昇
段
し
て
初
の
大
会
で
は
、厳
し
い
試
合
を
強
い
ら
れ

る
事
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
準
優
勝
と
い
う
結
果
を

残
せ
ま
し
た
。正
直
、こ
の
大
会
も
優
勝
を
目
標
と

し
て
い
た
の
で
悔
し
さ
は
残
り
ま
す
が
、そ
れ
で
も
B

級
に
昇
段
と
い
う
大
き
な
成
果
を
出
せ
た
の
で
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　私
が
こ
こ
ま
で
順
調
に
こ
ら
れ
た
の
は
、日
々
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
先
輩
、友
人
、両
親
な
ど
、た
く

さ
ん
の
方
々
の
存
在
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ
し
て
、

今
後
も
仲
間
と
共
に
高
み
を
目
指
し
て
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、皆
様
、岡
山
大
学
競
技
か

る
た
部
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　こ
の
競
技
の
魅
力
は
、様
々
な
国
や
地
域
、年
齢
の

方
々
と
楽
し
め
る
と
い
う
事
で
す
。か
る
た
を
通
し
て

出
会
え
た
方
々
、初
め
て
訪
れ
る
地
域
な
ど
、そ
の
世

界
は
広
が
り
ま
す
。私
は
競
技
か
る
た
部
に
入
っ
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
驕
ら
ず
謙
虚
に
、楽
し
み
な
が
ら
競
技
か
る
た
に

向
き
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

◆第28回 人麿の里・全国競技かるた
　　　　  益田大会D級  優勝
◆第19回 全国競技かるた
　　　　  香川大会C級  準優勝

試合中の写真は合宿でOBと試合をしている様子

全国競技かるた香川大会

10 （全学同窓会）会報 vol.10岡山大学Alumni



アクティブ岡大

　執
筆
時
は
2
0
2
4
年
1
月
、能
登
半
島
地
震
で

被
災
さ
れ
た
方
、ま
た
現
在
も
避
難
生
活
を
続
け
ら
れ

て
お
ら
れ
る
方
等
被
害
に
あ
わ
れ
た
全
て
の
方
、ご
関

係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。報

道
等
で
現
地
の
映
像
を
目
に
す
る
と
2
0
1
1
年
東

日
本
大
震
災
の
際
に
関
東
方
面
か
ら
多
く
の
方
が
岡

山
に
避
難
、移
住
し
て
来
た
際「
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
、あ

る
意
味
あ
っ
て
も
な
く
て
も
生
活
に
は
直
接
支
障
が

な
い
空
間
に
足
を
運
べ
る
こ
と
が
、私
た
ち
の
心
の
復

興
の
第
一
歩
な
の
よ
」と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
強
く
思
い
出
す
。

　飲
食
店
は
非
日
常
の
空
間
だ
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、私
は
カ
フ
ェ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
日
常
、

ま
た
は
そ
の
延
長
に
あ
る
空
間
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

決
ま
っ
た
時
間
に
足
を
運
ぶ
、決
ま
っ
た
席
に
座
る
、決

ま
っ
た
も
の
を
注
文
す
る
、決
ま
っ
た
人
と
行
く
、決

ま
っ
た
ス
タ
ッ
フ
と
会
話
す
る
等
何
か
し
ら
の
そ
の
人

の
ル
ー
テ
ィ
ン
と
な
っ
た
心
地
よ
い
日
常
の
一
コ
マ
を
楽

し
む
場
所
で
も
あ
る
。

　そ
の
一
コ
マ
は
、そ
れ
こ
そ「
あ
っ
て
も
な
く
て
も
ど

ち
ら
で
も
良
い
も
の
」な
の
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
そ

う
い
う
空
間
が「
在
る
」と
い
う
こ
と
は
あ
る
種
の
豊
か

さ
の
指
標
の
一
つ
で
も
あ
ろ
う
。私
の
よ
う
な
カ
フ
ェ
は

何
か
目
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
り
直
接

的
に
人
の
命
を
助
け
た
り
、大
き
く
地
域
福
祉
に
寄

与
す
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
い
が
、そ
う
い
っ
た
場
面

に
携
わ
る
人
々
の
気
持
ち
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
り
、人
と

人
を
つ
な
い
だ
り
す
る
こ
と
は
で
き
る
。そ
の
意
味
で

は
カ
フ
ェ
は「
地
域
の
共
通
体
験（
＝
文
化
）」を
生
む

役
割
の
一
端
も
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。自

由
な
空
気
の
カ
フ
ェ
は
地
域
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
も

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　岡
山
大
学
と
の
つ
な
が
り
で
言
え
ば
、当
時
の
在
学

生
だ
っ
た
知
り
合
い
に
初
回
の
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ

杉
本 

克
敬

ぱ
ん
だ
こ
ー
ひ
ー
代
表

S
U
G
I
M
O
T
O  

K
a
t
s
u
h
i
r
o

Active OKADAIBITO

Vol.15
プロフィール

カ
フ
ェ
の
あ
る
日
常

11 （全学同窓会）会報 vol.10岡山大学Alumni

ン
グ
デ
イ
の
飲

食
ブ
ー
ス
出
店

を
紹
介
し
て
も

ら
い
、以
来
毎
回

出
店
し
て
い
る
。

今
回
の
執
筆
依

頼
も
昨
年
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
イ
が
き
っ
か
け

だ
。
在
学
当
時

か
ら
す
る
と
建

物
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、現
役
学
生
の
皆

さ
ん
と
お
話
を
す
る
と
自
分
の
学
生
時
代
を
思
い
出

し
そ
の
年
代
の
悩
み
や
希
望
な
ど
は
時
代
を
経
て
も

変
わ
ら
な
い
共
通
項
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
る
。店

舗
に
は
お
客
様
と
し
て
先
生
や
職
員
の
方
々
が
ご
来

店
く
だ
さ
り
、ま
た
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
に
岡
山
大
学

の
現
役
生
が
い
て
く
れ
た
り
と
、オ
ー
ル
岡
山
大
学
で

支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
る
。

　私
の
日
常
は
カ
フ
ェ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
っ
て
決
ま
っ

た
カ
フ
ェ
ラ
テ
を
日
々
淹
れ
る
こ
と
だ
。人
の
満
た
さ

れ
た
表
情
を
見
な
が
ら
毎
日
仕
事
が（
も
は
や「
仕

事
」と
い
う
感
覚
も
あ
ま
り
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
が
）で
き
る
環
境
に
い
る
こ
と
は

本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
。苦
し
い
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と
も

あ
る
が
、ど
う
せ
好
き
な
こ
と
を
や
る
な
ら
幸
せ
だ
と

思
っ
て
好
き
な
こ
と
を
や
っ
た
ほ
う
が
良
い
。中
期
的

な
目
標
と
し
て
は
カ
フ
ェ
と
保
育
を
融
合
さ
せ
た
空
間

が
作
れ
な
い
か
と
模
索
を
し
て
い
る
。私
の
日
常
を
支

え
て
く
だ
さ
る
全
て
の
方
に
感
謝
し
、自
分
の
意
思
で

続
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
カ
フ
ェ
に
関
わ
り
た
い
。

　皆
様
の
素
敵
な
日
常
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

1978年岡山市生まれ、岡山県立岡山朝日高校卒業後、1996年
岡山大学法学部法学科入学、経済誌記者を経て2007年
EXCAFEをオープン、2021年にぱんだこーひー（2024年春北区
丸の内に移転）に改名してバリスタとして店舗を経営する。2015
年頃からは現代アート作家として「食」をテーマとした作品を県内の
芸術祭等で出展。2021年より保育士として公立こども園にパート
勤務。芸術系NPOの理事等も複数務めている。



okadai NEWS TOPICS

岡
山
大
学

共
育
共
創
コモ
ン
ズ

（
O
U
X:

オ
ー
ク
ス
）が

内
閣
総
理
大
臣
賞
を

受
賞 NEWS

TOPICS

通
信

okadai 

共育共創コモンズの外観

講義室

　
本
学
の
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
令
和
5
年
1
月
に

完
成
し
た
共
育
共
創
コ
モ
ン
ズ（
愛
称
：
O
U
X   

オ
ー
ク
ス
）が
、木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
主
催

の「
令
和
5
年
度
木
材
利
用
優
良
施
設
等
コ
ン

ク
ー
ル
」に
お
い
て
、内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　「
木
材
利
用
優
良
施
設
等
コ
ン
ク
ー
ル
」は
、木
材

を
活
用
し
た
施
設
に
つ
い
て
、木
質
資
源
の
持
続
的

か
つ
有
効
な
活
用
の
あ
り
方
、建
築
物
の
木
造
化
・

木
質
化
の
た
め
の
工
夫
、木
材
利
用
に
よ
る
地
球
温

暖
化
対
策
等
へ
の
貢
献
等
を
総
合
的
に
審
査
し
、

優
れ
た
施
設
お
よ
び
年
間
を
通
じ
て
国
産
材
を
大

量
に
使
用
し
た
事
業
体
等
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ

り
、木
材
利
用
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　
共
育
共
創
コ
モ
ン
ズ
は
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
ほ

か
に
、こ
れ
ま
で
下
記
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

共
育
共
創
コ
モ
ン
ズ（
愛
称
：
O
U
X

　オ
ー
ク
ス
）

構
造・階
数
：
木
造（
C
L
T
パ
ネ
ル
工
法
）　
地
上
2
階
建
て

面 

　
　
積
：
延
床
面
積 

約
8
2
5
㎡
　
建
築
面
積 

約
6
2
7
㎡

監 

　
　
修
：
隈
研
吾
氏（
岡
山
大
学
特
別
招
聘
教
授
）

設
計・施
工
：
清
水
建
設
株
式
会
社

【
受
賞
歴
】

・日
本
空
間
デ
ザ
イ
ン
賞
　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
空
間
賞
2
0
2
3
　（
2
0
2
3・8
）

・第
57
回
日
本
サ
イ
ン
デ
ザ
イ
ン
賞
　
中
国
地
区
デ
ザ
イ
ン
賞
　（
2
0
2
3・9
）

・2
0
2
3
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
　
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
2
0
2
3 （
2
0
2
3・10
）
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岡
山
大
学
工
学
部
工
学
科

情
報
工
学
先
進
コ
ー
ス
の
設
置
に
つ
い
て

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
へ
岡
山
大
学
病
院

D
M
A
T
を
派
遣

　岡
山
県
か
ら
の
派
遣
要
請
を

受
け
、岡
山
大
学
病
院
か
ら
医

師
2
人
、看
護
師
2
人
、業
務

調
整
員
3
人（
薬
剤
師
、診
療

放
射
線
技
師
、理
学
療
法
士
各

1
人
）の
D
M
A
T
チ
ー
ム
が
、

1
月
16
日
午
後
2
時
に
令
和

6
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　出
発
式
で
は
、前
田
嘉
信
病

院
長
か
ら
被
災
地
に
向
け
て
出

発
す
る
職
員
へ
激
励
の
言
葉
が

か
け
ら
れ
、D
M
A
T
メ
ン
バ
ー

を
代
表
し
て
小
﨑
吉
訓

医
師
が「
西
日
本
豪
雨
の

と
き
は
全
国
か
ら

D
M
A
T
チ
ー
ム
に
来
て

い
た
だ
い
た
の
で
、そ
の
恩

返
し
の
意
味
も
込
め
て
少

し
で
も
貢
献
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
」と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。出
発
式

に
は
那
須
保
友
学
長
も
激

励
に
駆
け
付
け
、出
席
者

全
員
の
拍
手
で
送
り
出
し

ま
し
た
。

出発前に最終確認するDMATチーム

那須学長_前田病院長とDMATチーム

工学部外観

　工
学
部
工
学
科
で
は
、2
0
2
4
年
度
か
ら
入

学
定
員
を
増
員
し
、新
た
に「
情
報
工
学
先
進
コ
ー

ス
」の
設
置
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、こ
の
度
、

文
部
科
学
省
に
設
置
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。「
情

報
工
学
先
進
コ
ー
ス
」で
は
大
学
院
進
学
を
前
提

と
し
、学
部
と
大
学
院
の
教
育
に
連
携
を
持
た
せ

た
6
年
間
一
貫
と
な
る
教
育
を
実
施
し
ま
す
。ま

た
、入
学
時
か
ら
コ
ー
ス
に
配
属
さ
れ
、早
期
か
ら

専
門
領
域
の
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
の

科
目
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
を
行
い

実
践
力
を
養
う
科
目
を
専
門
教
育
科
目
と
し
て

配
置
し
、こ
れ
ら
を
通
し
て
課
題
発
見
・
解
決
能

力
や
実
践
力
を
有
し
た
高
度
情
報
専
門
人
材
を

養
成
し
ま
す
。

2024年4月から工学部工学科に「情報工学先進コース」設置



学部
等同窓会
からの

お知らせ

教
育
学
部
同
窓
会

教

 

あ
ら
た
ま
会

（
検
査
技
術
科
学
専
攻
同
窓
会
）

岡

法
文
経
学
部
同
窓
会

０
２
３
年
９
月
８
日
、広
島
支
部
総

会
が
久
し
ぶ
り
に
実
開
催
さ
れ
ま
し

た（
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
、

出
席
者
約
50
人
）。

　
遊
佐
徹（
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科

長
）、遠
藤
寛
子（
法
文
経
学
部
同
窓
会
副
会

長
）両
氏
に
御
出
席
・
挨
拶
を
い
た
だ
き
、広
島
支

部
長
が
神
野
恭
次（
１
９
７
４
年
卒
）か
ら
田
村

典
正（
１
９
８
０
年
卒
）に
交
代
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、妹
尾
雅
雄
氏（
１
９
８

１
年
卒
、広
島
交
響
楽
協
会
理
事
長
）か
ら
、広

島
交
響
楽
団
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
他
支
部
に
比
べ「
広
島
支
部
の
総
会
出
席
者

は
若
い
人
が
多
い
」と
の
こ
と（
今
回
の
出
席
者
の

過
半
数
は
２
０
０
０
年
以
降
卒
業
）。

　
在
学
当
時
は
限
ら
れ
て
い
た
縦
の
つ
な
が
り
を

２

拡
げ
、多
方
面
で
活
躍
す
る
同
窓
の
方
々
の
幅

広
い
知
識
か
ら
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
場
と
な
る

よ
う
、ま
ず
は
参
加
者
層
の
拡
大
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

（
広
島
支
部
長
　
田
村
典
正
）

保
健
学
科
放
射
線
技
術
科
学
専
攻
同

窓
会「
ほ
お
ゆ
う
」は
、2
年
ご
と
に

総
会
と
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。2
0
2
4
年
1
月
現
在
、2
0
2
0
年
に

宇
野
弘
文
新
会
長
就
任
以
降
初
開
催
、4
年
ぶ

り
に
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
と
し
て
2
0
2
3
年
10
月
21
日
、対
面

と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
て
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。対
面
、オ
ン
ラ
イ
ン
と
も
に

多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。総
会
後
に
ア
ー
ク

ホ
テ
ル
岡
山
で
開
催
さ
れ
た
対
面
の
み
の
懇
親

会
に
お
い
て
も
、会
員
の
皆
様
に
多
数
ご
参
加
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。今
を
、新
し
い
同
窓

会
の
あ
り
方
を
実
践
し
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
、執
行
部
一
同「
ほ
お
ゆ
う
」を
通
じ
て
人
の
つ

な
が
り
を
継
続
し
て
い
き
な
が
ら
、喜
び
を
分
か

ち
合
え
る
温
か
い「
ほ
お
ゆ
う
」を
目
指
し
、本
年

も
活
動
し
て
参
り
ま
す
。国
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
S
D
G
s
同
様
、持
続
可
能
な
同
窓
会

で
あ
り
た
い
と
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

【
ほ
お
ゆ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

 

ほ
お
ゆ
う

（
放
射
線
技
術
科
学
専
攻
同
窓
会
）

山
大
学
医
学
部
保
健
学
科
検
査
技

術
科
学
専
攻
同
窓
会
の「
あ
ら
た

ま
会
」で
は
、４
年
毎
に
総
会
の
後

に
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
開
催
を
延
期
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、昨

年
の
３
月
19
日
開
催
し
多
く
の
会
員
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、10
月
21
日
に
は
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
イ
に
お
い
て
は
鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
保
健
学

科
棟
に
て
卒
業
後
に
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
卒
業
生
が
集
ま
り
、臨
床
検
査
技
師
を
志

す
高
校
生
な
ど
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。今
後
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
の
開
催

日
に
あ
わ
せ
て
同
窓
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
あ
ら
た
ま
会
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内
を

H
P
等
で
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
あ
ら
た
ま
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

【
連
絡
先
】

http://hooyuu.m
ain.jp

育
学
部
同
窓
会
は
、会
報
や
会
員

名
簿
を
発
行
し
て
同
窓
会
員
の
つ

な
が
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、在
学
生
へ
の
支
援
活
動
も
進
め
て
お
り
、

学
校
現
場
で
働
く
先
輩
を
お
招
き
し
て
教
職
の

魅
力
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
く「
教
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
」へ
の
協
力
、「
学
業
優
秀
表
彰
」へ
の
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、毎
年
５
月
に
は
総
会
行
事
を
開
催

し
、充
実
し
た
情
報
交
換
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
総
会
行
事
は
、教
育
学
部
同
窓

会
の
活
動
が
今
年
丸
25
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記

念
し
て
、初
め
て
母
校
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。懐
か
し
い
母
校
へ
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
総
会
行
事

令
和
６
年
５
月
11
日（
土
）10
時
〜

総
会
等
会
場
　
共
育
共
創
コ
モ
ン
ズ（
教
育
学

部
本
館
前
ロ
ー
タ
リ
ー
北
）

講
演
　
田
村
啓
介
先
生（
元
岡
山
県
立
博
物
館

長
）「
高
瀬
舟
の
ル
ー
ツ
は
岡
山
⁉
」

懇
親
会
　
J
テ
ラ
ス
カ
フ
ェ（
正
門
前
銀
杏
並
木

そ
ば
）

会
費
　
５
千
円
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学
部
同
窓
会
は
、学
部
同
窓
会
と

し
て
平
成
24
年
３
月
に
発
足
し
、学

部
卒
業
生
、関
係
大
学
院
の
修
了

生
お
よ
び
関
係
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。令

和
５
年
12
月
現
在
の
会
員
数
は
約
４
，７
０
０
名

と
な
り
ま
し
た
。

　
５
月
に
は
、退
任
さ
れ
た
本
水
昌
二
会
長
の
後

任
と
し
て
、富
岡
憲
治
名
誉
教
授
が
会
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
、昨
年
に
引
き
続
き
理
学
部
同
窓

会
関
東
支
部
の
総
会
を
如
水
会
館
に
て
、会
場

参
加
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
開

催
し
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
、「
理
学
部
同
窓
会
会
報
」第
12
号

を
発
行
し
ま
し
た
。会
報
は
同
窓
会
設
立
以
来
、

毎
年
１
回
、会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
、会
の
発

展
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
発
行
し
て
き
ま

し
た
。今
後
も
よ
り
よ
い
会
報
を
発
行
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、ご
意
見
、ご
要
望
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、同
窓
会
を
さ
ら
に
充
実
・
発
展

さ
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

薬
友
会（
薬
学
部
同
窓
会
）

岡
歯
学
部
同
窓
会

歯

理
学
部
同
窓
会

理

学
部
同
窓
会
の
正
会
員
数
は
２
０

２
４
年
１
月
現
在
約
２
，３
０
０
名

お
り
、卒
業
生
は
歯
科
医
療
を
は
じ

め
、行
政
や
研
究
、教
育
な
ど
全
国
各
地
の
多
く

の
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。同
窓
会
本
部
を
筆
頭

に
岡
山
県
支
部
、広
島
県
支
部
、島
根
県
支
部
、

兵
庫
県
支
部
、大
阪
府
支
部
、奈
良
県
支
部
、京

都
府
支
部
、滋
賀
県
支
部
、和
歌
山
県
支
部
、北

海
道
支
部
、愛
知
県
支
部
、香
川
県
支
部
、愛
媛

県
支
部
、徳
島
県
支
部
、鹿
児
島
県
支
部
、関
東

地
区
支
部
、東
北
地
区
支
部
、東
海
地
区
支
部
、

北
陸
地
区
支
部
、中
国
地
区
支
部
、四
国
地
区

支
部
、九
州
・
沖
縄
地
区
支
部
、大
学
支
部
が
設

立
さ
れ
、各
地
区
で
充
実
し
た
活
動
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、毎
年
一
回
７
月
に
同
窓
会
役
員

連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、同
窓
会
本
部
と
各
支

部
、な
ら
び
に
代
議
員
会
の
役
員
が
集
ま
っ
て
親

睦
を
深
め
、本
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ

う
に
密
接
に
交
流
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
本
会
の
運
営
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

助
産
師
同
窓
会

岡

山
大
学
助
産
師
同
窓
会
の
会
員
数

は
、す
で
に
千
名
を
超
え
、全
国
各

地
で
母
子
の
た
め
や
女
性
や
そ
の

家
族
の
た
め
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
活

躍
の
場
は
、病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、行

政
や
地
域
、教
育
現
場
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
お

り
ま
す
。

　
平
成
24
年
か
ら
始
ま
っ
た
大
学
院
教
育
に
お

い
て
も
、令
和
6
年
3
月
で
、第
11
期
生
が
修
了

と
な
り
、修
士
と
い
う
学
位
を
も
っ
た
助
産
師
が

巣
立
っ
て
久
し
く
な
り
ま
し
た
。少
子
化
の
波
は
、

留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
状
況
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、そ
の
よ
う
な
中
で
こ
そ
、助
産

師
へ
の
ニ
ー
ズ
は
広
が
り
続
け
て
お
り
ま
す
。そ
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、同
窓
会
の
活
動

に
も
変
容
を
と
げ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。本
年
度
中
に
は
、同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
公
開
す
る
予
定
で
す
。ど
う
ぞ
、ご
閲
覧
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
同
窓
会
総
会
は
、五
年
毎
に
行
っ
て
お
り
、次

回
は
、令
和
10
年
度
９
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

工
学
部
同
窓
会

同
窓
会
の
活
動
は
、①
各
系
・コ
ー
ス
同

窓
会
に
よ
る
学
生
と
卒
業
生
の
交

流
活
動
、②
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
イ
で
の
工
学
部
同
窓
会
報
告
会
・
懇
親
会

の
開
催
、③
関
東
・
関
西
・
岡
山
支
部
の
活
動
支

援
、④
会
報
発
行
や
名
簿
管
理
等
で
す
。

　
令
和
5
年
度
は
、報
告
会
を
2
0
2
3
年
10
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山
大
学
薬
友
会
は
、本
学
薬
学
部
の

同
窓
会
組
織
で
、卒
業
生
、在
学
生
、

教
職
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
、年
一
回
会
報
を
発
行
、五

年
に
一
度
の
会
員
名
簿
発
行
な
ど
に
よ
り
、薬
学

部
の
近
況
、会
員
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
、ま
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
で
の
同
窓
生
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
度
よ

り
開
始
し
た
学
生
幹
事
は
十
名
以
上
に
も
及
び
、

学
生
間
交
流
も
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。本

年
も
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
に
て
総
会
、ま
た
同

窓
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
予
定
で
す
。

工学部同窓会 報告会

工学部同窓会 懇親会

月
21
日（
土
）に
共
育
共
創
コ
モ
ン
ズ
で
開
催
し

ま
し
た（
写
真
上
）。懇
親
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

り
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、4
年
ぶ
り
に
学
内
施

設
の
ピ
ー
チ
ユ
ニ
オ
ン
で
開
催
し
ま
し
た（
写
真

下
）。

●
令
和
6
年
度
報
告
会
の
開
催

　
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
当
日
の

　
午
後
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。



き
わ
会
は
、令
和
４
年
10
月
に
「
看

護
教
育
１
０
０
周
年
記
念
誌
」を
発

行
し
ま
し
た
。大
正
十
年
に
岡
山
医

科
大
学
附
属
医
院
産
婆
看
護
婦
養
成
科
が
開

設
さ
れ
て
か
ら
百
年
の
岡
山
大
学
に
お
け
る
看

護
教
育
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。本
年
度

の
新
入
会
員
へ
も
お
届
け
し
ま
す
。１
０
０
年
間

の
歴
史
を
十
二
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。年
始
に
は
能
登
半
島
で
大
き
な
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。復
興
に
向
け
て
看
護
職
を
は

じ
め
と
し
て
、全
国
か
ら
の
支
援
が
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。専
門
職
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、

と
も
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

と
き
わ
会
H
P

と
き
わ
会（
看
護
同
窓
会
）

と

農
学
部
同
窓
会

農

学
部
同
窓
会
で
は
こ
れ
ま
で
５
年

毎
に
同
窓
会
会
員
名
簿
を
作
成
し

て
き
ま
し
た
が
、昨
今
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
に
伴
い
本
年
１
月
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
同
窓
会
シ
ス

テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。皆
様
の
お
手
元

に
は
既
に
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
の
ご
案
内

が
届
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。Ｗ
Ｅ
Ｂ
同
窓

会
シ
ス
テ
ム
で
は
個
人
情
報
を
ご
自
身
で
管
理
・

更
新
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
、同
窓
会
内

の
各
種
グ
ル
ー
プ
毎
の
連
絡
に
も
非
常
に
便
利

に
な
り
ま
す
。是
非
、ご
活
用
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、お
気
づ
き
の
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、幹
事
会
の
方
に
ご
連
絡
を
お

願
い
致
し
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
が
完
全
に
収
束
し
た

と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、私
た
ち
の
生
活
は
徐
々

に「
以
前
」を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
と
言
え
ま
す
。

今
年
度
は
愛
媛
支
部
会
に
加
え
、新
た
に
関
西

支
部
会
が
活
動
を
開
始
さ
れ
る
と
お
聞
き
し
て

お
り
ま
す
。本
Ｗ
Ｅ
Ｂ
名
簿
も
ご
活
用
頂
き
、こ

れ
ま
で
よ
り
、頻
繁
に
会
員
同
士
の
交
流
を
深

め
、会
の
発
展
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

鶴
翔
会（
岡
山
医
学
同
窓
会
）

鶴

翔
会
は
、医
学
部
医
学
科
卒
業
生
、

大
学
院
修
了
生
及
び
在
学
生
並
び

に
医
学
部
及
び
病
院
の
医
局
員
、

教
職
員
を
会
員
と
す
る
岡
山
医
学
同
窓
会
と
し

て
設
立
さ
れ
、医
学
部
・
病
院
と
共
に
歩
を
進
め
、

多
く
の
会
員
が
医
学
、医
療
の
各
分
野
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

【
令
和
六
年
度
鶴
翔
会
総
会
】

　
日
時
　
令
和
六
年
六
月
一
日（
土
）

　
場
所
　
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
連
絡
先
　
鶴
翔
会
事
務
局

　
☎
０
８
６
-２
３
５
-７
０
６
０

　
※
詳
細
は
鶴
翔
会
会
報
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
支
部
活
動
】

　
各
支
部
で
は
、支
部
総
会
を
開
催
し
会
員
の

研
鑽
と
親
睦
を
図
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。詳

し
く
は
、お
近
く
の
各
支
部（
鶴
翔
会
Ｈ
Ｐ
へ
掲

載
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
鶴
翔
会
Ｈ
Ｐ
】

　
活
動
内
容
や
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
。是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鹿田キャンパス Ｊホール前 記念植樹の枝垂桜

国
際
同
窓
会

山
大
学
国
際
同
窓
会（
Ｏ
Ｕ
Ｉ
Ａ

Ａ
）は
2
0
1
1
年
に
発
足
し
、現

在
世
界
に
55
支
部（
通
信
拠
点
を

含
む
）が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

Ｏ
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
で
は
、2
0
2
1
年
度
よ
り
学

生
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
 

Ａ
ｌ
ｕ
ｍ
ｎ
ｉ
の
獲
得
に
向
け
、留
学
生
を
対

象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
広
報
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
9
月
に
は「
ホ

ビ
ー
・ハ
ー
モ
ニ
ー
：
シ
ェ
ア
＆
イ
ン
ス
パ
イ
ア
」

と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、国
際

同
窓
会
支
部
会
員
、岡
山
大
学
の
卒
業
生
、

留
学
生
を
含
む
在
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
1 0
月
に
は
会
長
の
郭
艶
萍
先
生

（
Ｐ
ｒ
ｏ
ｆ
．　
Ｇ
ｕ
ｏ

Ｙ
ａ
ｎ
ｐ
ｉ
ｎ
ｇ
）を

本
学
へ
招
聘
し
、第
13
回
国
際
同
窓
会
総
会
を

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

開
催
し
同
窓
生
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
同
窓
生
と
本
学
を
つ
な
ぎ
、岡
山
大

学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
第
14
回
岡
山
大
学
国
際
同
窓
会
総
会

　
2
0
2
4
年
10
月
頃
開
催
予
定

　
岡
山
大
学（
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
）予
定

岡
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Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は

こ
ち
ら
↓

https://kakushoukai.oum
ed.okayam

a-u.ac.jp/

http://tokiw
akai.net/

https://kakushoukai.oumed.okayama-u.ac.jp/
https://kakushoukai.oumed.okayama-u.ac.jp/
https://kakushoukai.oumed.okayama-u.ac.jp/
https://kakushoukai.oumed.okayama-u.ac.jp/
https://kakushoukai.oumed.okayama-u.ac.jp/
https://kakushoukai.oumed.okayama-u.ac.jp/
https://kakushoukai.oumed.okayama-u.ac.jp/
http://tokiwakai.net/
http://tokiwakai.net/
http://tokiwakai.net/


会費納入のお願い

住所変更等について

※すでに納入いただいた方は、あらためて納入いただく必要は
ございません。振込口座などの詳細はＨＰを御覧下さい

10,000終身会費 ： 円

ou-alumni@adm.okayama-u.ac.jp

https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/change/index.htmlURL

E-mail

twitter

twitter

facebook

facebook

instagram

instagram

お問い合わせはこちらまで

郵便局に備え付けの「払込取扱票（青）」にて、必要事項をご記入の上、
郵便局・ゆうちょ銀行の窓口またはATMよりお振込みをお願いします。
ゆうちょダイレクトよりご送金の際は、メッセージ欄に必要事項をご入力ください。

岡山大学Alumni（全学同窓会）は、岡山大学の同窓生、在学生、教職員、教職員OBの皆様からの
会費を財源として、各種支援・交流創出・運営等の事業を実施しています。
Alumniの活動をご理解いただき、ぜひ会費の納入をお願いいたします。

［氏名（新・旧）、住所等連絡先（新・旧）、卒業学部、卒業年度］

お名前・ご住所等を変更された場合は、Alumni事務局まで
ご連絡ください。ご連絡いただいた情報は、皆様の所属学部
等同窓会にも連絡させていただき、厳重に管理いたします。

〒700-8530　岡山市北区津島中一丁目１番１号（岡山大学総務・企画部総務課学都基金室内）　　TEL: 086-251-7019  FAX: 086-251-7294

発行 ： 岡山大学Alumni（全学同窓会）事務局

URL: https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/

https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/dues/

ou-alumni@adm.okayama-u.ac.jp

https://line.me/S/sticker/25116531

岡山大学
ホームページ

Alumni会員の皆様へ
「岡山大学Alumni（全学同窓会）会報 Vol.8」から、電子版のみの発行となりました。

なお、過去に発行した「Alumni会報」や「アラムナイだより」は、岡山大学Alumni（全学同窓会）のHPに掲載しています。ぜひご覧ください。

https://www.okayama-u.ac.jp/

＼岡山大学公式LINEスタンプ“ガクチョウ”が登場！／

https://twitter.com/okayama_uni
https://www.facebook.com/OkayamaUniversity
https://www.instagram.com/okayama_university/

岡山大学
公式SNS

蝶ネクタイがトレードマークの那須保友学長がLINEスタンプになりました！
スタンプは全部で32種類。かわいいイラスト版とレアな実写版があります。

大学のニュースやイベントの
最新情報を発信しています！
学生たちの活躍やキャンパスの
風景を発信しています。

岡山大学公式SNS大学のニュースや
イベントの最新情報を発信しています。 

https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/dues/
mailto:ou-alumni@adm.okayama-u.ac.jp
https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/change/index.html
https://line.me/S/sticker/25116531
https://twitter.com/okayama_uni
https://www.facebook.com/OkayamaUniversity
https://www.instagram.com/okayama_university/
https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/
mailto:ou-alumni@adm.okayama-u.ac.jp
https://www.okayama-u.ac.jp/



